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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ

　地球温暖化による気候変動、少子高齢化、多様化する
お客様ニーズなど、将来予見されるさまざまな環境変化
に対し、確実性が求められるモノづくり分野でも、変化
に対応しなければ生き残れません。私たちが創るべき未
来の工場は、その変化にスピーディに対応できる工場で
あるべきです。一方で、現在に目を向けると、各国のBEV
化戦略の変化や認証問題など、我々自身が大きく変化す
ることをすでに求められています。
　その中で2030事業計画では、生産性を倍増させるス
マート工場の実現を掲げています。2030年代は、CASE
と脱炭素の進展によりモビリティが変化すると考えら
れ、その変化に応じた新たな価値をモノづくりで提供
していく必要があります。我々が培ってきたTPS思想に
沿った改善に、ＤＸ・汎用化・自動化を実現する最新技術
を組み合わせることで、新たな価値創造と生産性を飛躍
的に向上させる工場のスマート化を加速させます。さら
に、グローバルでリアルタイムに情報共有できるネット
ワークを構築することで、経営判断をより迅速にし、先
手を打つことで、変化にスピーディに対応できる工場の

実現を目指します。
　現在、工場のスマート化は、いなべ工場（’20）→TG東
日本新工場（’22）→中国華南新工場（’23）と新工場では
カーボンニュートラルと生産性向上の両立性を進化さ
せてきました。その進化の歩みを止めることなく、2030
事業計画の実現に向け活動を企画推進して参ります。

　 私 た ち が 目 指 すべ き 未 来 の 工 場 は 、モ ノづ くり
の 生 産 性 を 向 上 させ る だ け にとどまって は い け ま
せ ん 。ステ ー クホ ル ダ ー の み なさまに 対し 、あらゆ
る 社 会 課 題 を 解 決 に 導 く 新 た な 価 値 を 提 供 で き
る 工 場 で も あ る べ き で す。そこ で 、経 営 理 念 に も
通 ず る T G 先 進 工 場 コン セプトを 策 定 してい ます。
T P S を ベ ース にし た 生 産 性 の 高 い “ ス マ ー ト ” な
工 場 を 基 本 コン セプトに 、” 活 き 活 き “ ” クリーン “ 
”誠実“の3つを加え「TG先進工場コンセプト」と定めて
います。
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　時代の変化に伴い人の働き方は変化します。それに合わせて、人と機械の関係を変化させます。人と機械が高度に協調
することで、柔軟に働き方が変えられるようなり、各人の価値観に合わせた働き方が可能に。誰もが活き活き働けるモノ
づくり現場の実現を目指します。

誰もが“活き活き”働ける工場

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ
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　樹脂ゴム成形は私たちのコア技術、熱エネルギーの使用は避けられません。愚直な省エネ活動はもちろん、工程統合・ダ
ウンサイジング・材料再生など生産技術革新によるCO2・廃棄物削減で、さまざまな地球環境変化に対し、豊かな地球を未
来に残すことに貢献します。

“クリーン”な工場

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ
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　災害/不良のほとんどは人の気遣い作業に起因します。人の作業をもデジタル上で表現し気遣い作業を視える化し撲
滅へ。安心して快適に働ける工場を創り上げます。さらに、生産負荷や在庫量をはじめとする経営指標もデジタル化。常に
最適な経営判断につなげます。人中心のモノづくりでもステークホルダーのみなさまに確実な安心をお届けします。

“誠実”な工場

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ
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“スマート”な工場

　今までに経験したことない変化に素早く対応するために、工程はシンプル・スリムにして機動性を高めておく必要がありま
す。TPSに沿った徹底的なムダ排除による正味率の追求が、我々モノづくりの神髄。加えて、技術革新による工程統合、汎用
化、自動化を組み合わせ、突然の厳しい変化にも柔軟に賢くスピーディに対応できる鍛え上げられたモノづくり（究極の1個
流し生産）現場を造り上げます。

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ
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TG先進工場コンセプト

CMO 代表取締役副社長 安田 洋

モノづくり戦略

我々が目指す未来の工場は、
変化にスピーディに対応できる工場

CMO MESSAGE



TOYODA GOSEI REPORT 2024 5554

豊田合成に͍ͭͯ Ձ஋創଄ストーリー Ձ஋૑଄ͷઓུ Ձ஋創଄Λ支͑Δ基൫ データ
๛ా߹੒ͷ੒௕ઓུ

　2030事業ܭ画のୡ成に͸、͋ り͍ͨ࢟Λ࣮現にಋ͘
Ϟϊͮ͘りઓུΛグローバルͰଈ࣮行͠な͚Ε͹なり·
ͤΜɻࠓ·Ͱの、日本͕企画立Ҋ͠ւ外にల開͢ΔʮҰ
の΍りํͰ͸、グローバル֤஍Ͱ起͜Δ͞「޲Ұํ・ۃ
·͟·な環境変化にスϐーデΟに௥ै͢Δ͜ͱ͕೉͘͠
な͍ͬͯ·͢ɻͦ ͜Ͱ、֤ ஍域・ڌ఺のڧΈΛグローバル

にల開͢ΔCoE（センターΦブエクセレンス）ࢥ૝Λಋ
入ɻグローバル連携Λڧ化͠、֤ ஍域・ڌ఺͕自Βのڧ
ΈΛຏ͖発৴͢Δʮ多ۃ・多ํ޲」ͱ͢Δ͜ͱͰ、よりス
ϐーデΟにグローバルͰϞϊͮ り͘ઓུの۩現化Λ࣮行
͠·͢ɻ

Ϟϊͮ͘Γઓུ

ܞάϩーόϧ࿈͚ͨ޲ʹԽݱ۩
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͔ࡉӨ動画͔ΒリアルタイϜͰࡱ　
͍人のख࡞ݩ業·Ͱデータ化͢Δ͜
ͱΛ可能にɻϜμな動͖の๾໓͸΋ͪ
ΖΜ、࡞ݥة業΍ඪ४ෆཤ行΋ݕ஌
͕可能にɻशख़に対͢Δ人の気͍ݣ
Λな͘͢͜ͱͰ、人࡞業起ҼͰ起͜Δ
にͭな͛ࢭ΍ෆྑྲྀ出のະવ๷֐ࡂ
͍͖ͯ·͢ɻͦ ΕͧΕจ化・׳श͕ҧ
͏஍域Ͱ人࡞業のデータ化Λ࣮֬に
ల開・定ணͤ͞ΔͨΊ、T()2͕キャ
ラバンΛ૊ΜͰ現஍に出͖޲、グロー
バルͰのデータ活༻Λਪ進͍ͯ͠·
͢ɻ

　グローバルT(のϞϊͮ り͘に関͢Δ͋ΒΏΔ࠷新৘ใ
Λ動画ܗ式Ͱ発৴Ͱ͖ΔプラットフΥーϜͱ̨̜̥ͯ̚͠
（(loCal	1roEuDtion	EnHineerinH	SIarinH）Λ立ͪ
্͛·ͨ͠ɻコンセプト͸、͍ ͭͰ΋௚઀৘ใにアクセス、
動画によΔޠݴΛ௒͑ͨ共༗Ͱ、エンジニア同士͕௚઀
ͭな͕ΔネットϫークΛ構ங͠·͢ɻ͜ Εにより、Ϟϊͮ͘

り技術のグローバルల開ΛスϐーデΟに࣮行Ͱ͖·͢ɻ
ւ外ڌ఺同士のエンジニア͕௚઀ϝールの΍り取り͕起
͜り、アイデア͔Β੡࡞·Ͱの期ؒΛ大෯に୹ॖ͢Δͱͱ
΋に׬成度΋高͘なり、վળのレϕルアップにޙࠓ΋活༻
͍ͨ͠ͱの੠΋聞͍͑ͯ͜·͢ɻ

ΤϯδχΞಉ࢜Λͭͳ͙৘ใϓϥοτϑΥーϜ

　T1S・थࢷΰϜͰ長年ഓ͖ͬͯͨコア技術Λ࣠に、࠷新
技術Λ૊Έ合Θͤͨ生産技術ֵ新͸、日本͕CoEͱͯ͠
Ͱ௨りリード͠·͢ɻ工ఔの統合・൚༻化により工場·ࠓ
全ମΛシンプル・スリϜに͢Δ͜ͱͰ変化に͍ڧ工ఔ΁ֵ
新ͤ͞·͢ɻ͞ Βにデジタル༥合によΔ༧ஹอ全Ͱ先खΛ

ଧͬͨ対Ԡ͕可能にɻ変化にスϐーデΟに対ԠͰ͖Δ工
ఔֵ新Λਪ進͠·͢ɻҰํ、͔ Β͘りΛ使ͬͨロϘット༥
合͓よͼ಺੡化͸、T(タイランド͕࣮֬に力Λ͚ͭ、͢ Ͱ
に、CoEͱͯ͠活༂͍ͯ͠·͢ɻ

$P&άϩーόϧల։

ʲ੣࣮ºεϚーτ ɹr"*ݕ֨ࠎ஌ٕज़

　当社のコア技術Ͱ͋Δथࣹࢷ出成ܗ඼のҙঊ඼࣭Λ
ృ૷඼࣭·Ͱ高Ί、͞ Βに、Ί͖ͬ඼࣭同等の金属ௐの
ഩΛҰ発సࣸ͢Δ工法Λ開発ɻै དྷの大ܕプラント͕ඞ
要なృ૷、Ί͖ͬ工ఔΛ成ܗ工ఔͰ݁͢׬Δ͜ͱにより、

CO2ݮ࡟ͱリードタイϜ୹ ・ॖスϖースݮ࡟Λ高͍次ݩͰ
྆立ɻதؒݿࡏ௿ݮにより変化に͍ڧ工ఔになり·͢ɻ日
本Ͱのྔ産࣮੷ΛҾ͖Լ͛、๺ถΛൽ੾りにグローバル
΁ల開͍͖ͯ͠·͢ɻ

ʲΫϦーϯºεϚーτ ɹrେܕ੡඼ର৅ϗοτεタϯϓٕज़
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▲���

ैདྷ ホットスタンプ

（Ճ০工ఔͱのൺֱ）

リードタイム

▲���

ैདྷ ホットスタンプ

（Ίͬ ・͖ృ૷ͱのൺֱ）

スペース

▲���

ैདྷ ホットスタンプ

（Ίͬ ・͖ృ૷ͱのൺֱ）
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